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1.は じ め に 表1 使用原材料の重金属類含有量(単 位%)




             らくやき
筆者 らは 各種の 設定条件下 で 楽焼試料皿を自家焼成
し,そ の焼成条件な らびに酸液による浸出条件 と重金
属溶出量との関係の実験的検討を試みた。これ らの一
連の研究のうち,前 報2)で は鉛の溶出についての報告
を行 ったが,本 報では同様の手法で実施 した亜鉛およ
び鉄の溶出に関す る実験結果を報告 したい。
 この両金属を測定対象とした理由は,表1に 示すよ




原 材 料 Pb Zn
陶    土
有 鉛 粕
無 鉛 粕














II.実 験 方 法
1. 使用実験材料






        なま
 前報と同様に,生 練り陶土を石 こう型で抜いて,内
径7.5cm,深 さ3.5cm,内 表面積90 cm2,満 水容積
約8Qmlの 半月形皿(注 ぎ口,糸 底付き)を 成型 し,
前報 と全 く同一条件な らびに同一手法により,乾 焼～
素焼～着彩～施粕(有 鉛粕または無鉛粕)～ 本焼 き(温
度700～900℃,時 間15,30ま たは60分)の 工程を経
て試料皿を多数個予製 した。
3.試 験液の調製
 溶出剤として使用 した酸液も前報と同様,4%酢 酸
(pH:2.53)お よび4%乳 酸(pH:1.29)で,あ らか
じめ 蒸留水で 十分洗浄 し,風 乾 した試料皿に酸液70
mlを 満た し,室 温(20～25℃)で10分 間放置 した後,
内容を ビーカーに移 し,試 験液と した。
 この実験に用いた試料皿の種別や焼成 ・溶出条件等
を整理 して示せば次のとお りで ある。






































































図 1 原子吸光法による Znおよび Feの検量線
10. 







また溶出剤の相異による Zn溶出量の差は， I につ
表2 焼成温度別にみた無鉛施粕品(Ill)/
有鉛施粕品(II)の亜鉛溶出比
焼成温度(OC)I700 I 750 I 800 t 850 I 900 I平均
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① 800CC ② 7500(' ③ 7000C 処理前
写真 1 溢度別焼成試料の溶出剤 (4銘乳酸)処理による色沢変化
① 60分 ② 30分 ③ 15分
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処理前
写真2 時間別焼成試料の溶出剤 (4%乳酸)処理による色沢変化
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無鉛柑
有鉛粕
無鉛軸
有鉛粕
